
ACM Open Author eRights ご利用ガイド 
 
ACM Openへようこそ! 
 
このガイドでは、ACM Open契約機関に所属する著者がACMの会議録や学術雑誌で論文出版する際の 
手順をご紹介いたします。 
 
投稿時に著者が 
  ①ACM Openを契約中の所属機関の電子メールアドレスを使用し 
  ②責任著者（corresponding author）として記載される事によって 
その投稿はACM Openの対象と認識され、正しいACM Open eRightsフォームが送付されます。 
 
ACMの学術雑誌への投稿時や原稿受理時、 ACMの会議録での原稿受理時には 
以下のような内容のメールが原稿の責任著者に送信されます: 
 
 
 
 
 

        ※こちらは会議録原稿受理の際のサンプルメールです 

 

ACM Open eRightsフォームへのリンク 



責任著者（eRightsフォームへのリンクが記載されたメールを受け取った著者）がリンクをクリック 

すると論文情報の編集画面が表示されます。その論文がACM OPENでOA投稿対象となる場合、 

編集画面の上部に「This paper is part of the ACM Open Program」というメッセージが表示されます。 

*著者は所属機関が変わった場合等に 

登録されているメールアドレスを変更する事が可能です。 

※eRightsシステムでは、契約機関から提供されたメールアドレスのドメインに基づいて、責任著者の 

所属機関を判定しています。責任著者が所属機関のドメインを含まないメールアドレスに変更した場合、

その論文はACM OPENの対象から除外されますのでご注意ください。 

 

※この表示がない場合はACM Open対象と判定されていない可能性があります。 

 ご注意ください。 



 

責任著者は、編集画面に表示されるすべての情報を確認し、タイトルとすべての著者情報に間違いが

ないことを確認します。確認後、最後のチェックボックスをオンにして、「Proceed to eRights Form」

ボタンをクリックします。 



「Proceed to eRigths Form」 ボタンをクリックすると、ACM eRights Form（以下）が表示されます。
ACM Open eRights Formの初期選択は、「Institutionally Paid Open Access」とクリエイティブ・コモンズ 
CC-BY 4.0ライセンスとなっています。責任著者は選択変更が可能です。 

 

責任著者がクリエイティブ・コモンズ・ライセンスを選択する場合、出版社に付与する権利の 

オプションはInstitutionally Paid Open Accessのみとなります。 



以降の6つのスクリーンショットは、責任著者が選択可能なクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの
種類を表しています。 

CC-BY-NC（CC表示-非営利） 

CC-BY-NC-ND（CC表示-非営利-改変禁止） 



CC-BY-ND（CC表示-改変禁止） 

CC-BY-NC-SA（CC表示-非営利-継承） 



CC-BY-SA（CC表示-継承） 



クリエイティブ・コモンズ・ライセンスを選択し、「Proceed」ボタンをクリック後、責任著者は
以下のACM Permission Release Formを確認し、ACMへ論文公開を許可します。 



eRights Form等の提出後、責任著者に入力内容を含む受領確認の電子メールが送られ、作業は終了と 

なります。 

 
ACM OPENのeRightsについてご質問がございましたら、rightsreview@acm.org （英語のみ）まで
お気軽にお問い合わせください。 

mailto:rightsreview@acm.org

